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2025 年４月 25 日 

各 位 

会 社 名 株式会社東光高岳 

代表者名 代表取締役社長    一ノ瀬 貴士 

（コード：6617 東証プライム） 

問合せ先 執行役員経営企画部長  横手 康治 

   （TEL．03－6371－5003） 

 
  

配当方針の変更に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年４月 25 日開催の取締役会において、配当方針の変更について下記のとおり決議いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

１．配当方針の変更 

（１）配当方針の内容 

（変更前） 

安定的な配当の実施が株主各位のご期待に応える基本と認識しており、財務体質の強化等経営基

盤の安定確保に努めながら、中間配当と期末配当の年２回の継続的かつ安定的な配当を実施するこ

ととしております。 

また、内部留保につきましては、今後の競争力の維持・強化と積極的事業展開に備え、必要な設

備投資や研究開発等に活用することとしております。 

 

（変更後） 

当社は、株主の皆さまに対する利益還元を最重要事項の一つと認識しております。 

配当方針は業績連動型を基本とし、親会社株主に帰属する当期純利益を配当原資に、連結ベース

での配当性向 30%を目安として、株主の皆さまへ還元してまいります。 

なお、非経常的な特殊要因により親会社株主に帰属する当期純利益が大きく変動する場合は、そ

の影響を考慮して配当金額を決定することがあります。 

内部留保金の使途につきましては、企業価値の持続的向上を図るため、中長期的に事業拡大が見

込める分野の研究開発と設備へ重点的に投資し、製品の競争力強化を目指してまいります。 

また、配当の回数については、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを実施す

ることとしております。 

 

（２）配当方針の変更理由 

当社は、株主の皆さまへの利益還元を最重要課題の一つと考えております。 

プライム市場上場企業として、より一層の資本効率向上と持続的成長を図りつつ、株主の皆さま

へ、その成長の成果を還元すべく、配当方針の見直しを行いました。 

見直しの結果、従来の安定配当型から、配当性向 30%を目安とする業績連動型の配当方針に変更す

ることといたしました。 
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（３）変更時期 

2026 年３月期（2025 年度）より適用いたします 

 

（ご参考） 

2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）の配当予想 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

 

2026 年３月期（予想） 

円 銭 

37.00 

円 銭 

37.00 

円 銭 

74.00 

（ご参考） 

2025 年３月期 

円 銭 

25.00 

円 銭 

25.00 

円 銭 

50.00 

 

本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあ

りません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があることにご留意ください。 

 

 

以 上 


